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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・法人運営委員会～H24年度法人納涼会参加費徴収7/27締めとなっています。期間過ぎた

支払いは不参加扱いとなります。

・第３回院内研修について、8/3まで出欠の入力をしていきましょう。

・お盆外出泊について～ご家族が、面会に来られた際には積極的に進めていきましょう。

　　　　　　　　　　　また、担当スタッフは、ご家族に連絡するか・本人に連絡をとって頂き

　　　　　　　　　　　外出泊に繋げていきましょう。

＜日常生活支援の内容検討＞

・本日、男性患者様が汚れた衣類を袋に入れ床頭台内にあるのを確認。床頭台の中に入れる物の内容を話し合い、嗜好品や洗剤・石鹸等を入れるではとの意見が聞かれています。

＜患者様連絡事項＞

・滝澤　久江様～本日、妹様が面会に来られ小遣い￥5.000を受け取り、ランチ外出を希望され8/5(日)9：00～16：00を申請されています。スタッフより、お盆外泊を進めています。御家族の都合でお盆は連れて行けないとの事で、外出に8月末か9月の初めに連れて行きたいとの事です。

・林　田鶴子様～昨日、施設見学と退院前訪問を実施しています。あぐりの里への見学。本人・

ご家族・町の保健師・三浦PSW・松橋SGMで参加。施設の説明を受け、本人

も時折頷きながら聞いています。イチゴ園・熱帯植物園・動物・レストラン・

物産館を見学。本人も働きたいと話されている事・施設担当者の問われると

　　　　　　　「良い所ですね」好感持たれた様子で、「来てみませんか？と言って貰えた事が

　　　　　　　　嬉しかった」と話している。本人も前向きな為、今後、外泊を利用し体験利用

　　　　　　　　して行く事としている。訪問指導では、本人の部屋・台所・居間等見せて頂い

ています。本人と退院後の具体的な生活・入浴は週３回・洗濯は週2回・家事

は、床磨き・階段のモップ掛けをおこなう事にし、食事は、弟の嫁様に作って

頂く事にしています。服薬のボードは、台所に置き家族も確認できるようにし

ていく。家の周辺には公園があり散歩できる環境にある。買い物等は、近くに

なく家族の運転を必要となります。

· 大上　なみ様～日向端様より、パンを貰い柱の影に隠れて食べている事見られています。引

き続き、見かけたらその都度介入していきましょう。

· 大釜　万知様～本日、2時早朝覚醒されています。奇異行動も多く見られている事から引き続

き、夜間の睡眠を促していきましょう。

· 元沢　政治様～スタッフへ触れてくる事見られています。過度とならない様関わっていきま

しょう。

· 滝田　英人様～本日は、朝食・昼食は取れています。独語もなくSSTにも参加され居眠りな

く取り組む事できています。引き続き、睡眠状況の確認や夜間の睡眠を促し

ていきましょう。

· 赤坂　順市様～床頭台の下に洗濯物を入れている事介入しています。床頭台は何を入れるの

が良いか等説明していきましょう。

＜注目患者NCP評価＞

· 伊藤　五十二様～黄疸は大幅に軽減している。午前中ホールで過ごす事もあるが、静脈注射

後は休まれている。今後も、本人の黄疸の状態の観察を密にし、悪化を防いでいきましょう。引き続き、深夜帯で体重測定・腹囲測定をしていきましょう。

· 倉橋　生子様～菊地様の部屋へ入る事や窓越しに会話される等迷惑行為多く見られています。
同室者の事も考慮し、できるだけホールへ出て来て交流される様促していき

ましょう。
· 菊地　明子様～倉橋様との関わり方を振り返りをいて頂いています。引き続き、同室者の迷

惑にならない様関わっていきましょう。

＜受持ち担当患者様NCP評価＞

布施　邦雄様～8/4(土)～8/6(月)まで外泊予定となっています。この前の

外泊時、忘薬について振り返りを行っていますが覚えておらず、外泊近くな

ったら再度確認していく事としています。

· 日向端　庸男様～8/3(金)15：30～ご家族との面談実施予定となっています。

　　　　　　　　　　三浦PSW・松橋SGM・岩藤NSが入る予定です。

　※症例検討会実施報告資料別紙添付

症例検討会　実施報告：平成24年7月20日

	対象患者情報
	日向端　庸男様　63歳

病名：アルコール性認知症　　　　　　　入院形態：任意入院

	患者の希望
	退院はしたい（自分を受け入れる場所があるならどこでも良い）

	患者の

現在の経過について

（各職種）
	看護：嗜好品（食パン・果物）等を衣装ケースの上に挙げて、期限日を忘れ、廃棄する事がありました。ただ、以前よりは、廃棄回数は減っています。期限忘れがある事から、介入や見守りは必要である。

　　・対人交流は、以前は同室者の不満が聞かれトラブル傾向の可能性みられていた。現在は、同室者と交流が見られている。団体行動が苦手を言い、病院行事を拒絶傾向。今年の花見会には参加されている。

　　・その場で、言われた事は理解できるが、日にちが立つと、言われた事や約束事を忘れている。（物忘れがある）

　　・リハビリテーションプログラム内の種目選出し整理体操のみ参加し独自で運動している光景は、継続している。

	主治医の治療方針
	薬物・精神療法により現状維持する

	検討された

支援方針


	・平成17年以来、心理検査・知能検査等、実施していない。7月27日に心理検査技師が猪股Ｄｒと相談し、詳しい検査内容を決めて実施。

・退院となると、単身生活は、物忘れが見られるため、無理と考えられる為、施設入所を三浦ＰＳＷと相談し検討していく。

・家族（兄夫婦様）とＤｒ面談し実施、方向性を伝え家族の意向を確認していく。

	抽出された

問題点


	・物忘れが本人も時々ある事から、単身生活は、無理と考え、どのような施設に入れるか、入所が可能かを確認する。
・環境の変化により再飲酒の可能性を考える

	今後の

看護計画
	・心理検査・知能検査の結果により、認知症の度合いを確認していく

・今後の方向性を御家族と確認後、退院に繋がる場合、どんな施設

　が良いかＰＳＷと相談しながら具体的に検討する。




